
JP 5532370 B2 2014.6.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　結像レンズにより焦点板上に結像された像を観察するためのファインダー光学系と、
　前記ファインダー光学系の光軸から外れた位置において前記ファインダー光学系を介し
て前記焦点板を透過した光を測光する測光装置とを備え、
　前記ファインダー光学系は、前記結像レンズからの光が透過するフレネルレンズを有し
、
　前記フレネルレンズのフレネルレンズ面は、前記焦点板上に形成され、
　前記フレネルレンズの中心が前記測光装置の位置に応じて前記ファインダー光学系の光
軸と交差する方向へずれるように前記フレネルレンズを配置し、
　前記ファインダー光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量は、前記フ
ァインダー光学系における視野範囲の寸法の１０～２０％であり、
　前記ファインダー光学系は接眼レンズを有し、
　前記ファインダー光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量をＸとし、
前記接眼レンズの焦点距離をｆｅとしたとき、次式
　０＜Ｘ／ｆｅ＜０．２
の条件を満足し、
　前記フレネルレンズの前記フレネルレンズ面は、前記焦点板における焦点面と反対側の
面に形成され、
　前記測光装置は、前記測光を行う測光面を有しており、
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　前記フレネルレンズの中心は、前記ファインダー光学系の光軸に対して前記測光装置の
配置される側へずれ、且つ、前記測光面への入射光が前記測光面上で略均等となる位置に
あることを特徴とする光学機器。
【請求項２】
　前記光学機器がカメラであることを特徴とする請求項１に記載の光学機器。
【請求項３】
　結像レンズにより焦点板上に結像された像を観察するためのファインダー光学系と、
　前記ファインダー光学系の光軸から外れた位置において前記ファインダー光学系を介し
て前記焦点板を透過した光を測光する測光装置とを用意し、
　前記ファインダー光学系に、前記結像レンズからの光が透過するフレネルレンズを設け
、
　前記フレネルレンズのフレネルレンズ面は、前記焦点板上に形成され、
　前記フレネルレンズの中心が前記測光装置の位置に応じて前記ファインダー光学系の光
軸と交差する方向へずれるように前記フレネルレンズを配置し、
　前記ファインダー光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量は、前記フ
ァインダー光学系における視野範囲の寸法の１０～２０％であり、
　前記ファインダー光学系は接眼レンズを有し、
　前記ファインダー光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量をＸとし、
前記接眼レンズの焦点距離をｆｅとしたとき、次式
　０＜Ｘ／ｆｅ＜０．２
の条件を満足し、
　前記フレネルレンズの前記フレネルレンズ面は、前記焦点板における焦点面と反対側の
面に形成され、
　前記測光装置は、前記測光を行う測光面を有しており、
　前記フレネルレンズの中心は、前記ファインダー光学系の光軸に対して前記測光装置の
配置される側へずれ、且つ、前記測光面への入射光が前記測光面上で略均等となる位置に
あることを特徴とする光学機器の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一眼レフカメラ等の光学機器においてフレネルレンズおよび測光装置が設け
られたファインダー光学系に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一眼レフカメラのファインダーでは、実像が形成される焦点面を観察するととも
に、当該焦点面を拡散面として対物レンズで形成した実像を拡散させ、拡散光を接眼レン
ズの近傍に配置した測光装置に入射させて測光を行っていた。
【０００３】
　その構成例を図８に示しており、視野観察時は、被写体（物体）の像が対物レンズ５１
により焦点板上の焦点面５３に結像し、図示しないペンタプリズムおよび接眼レンズを介
して、アイポイントＥＰ（眼）でその像が観察される。なお、このようなファインダーに
おいて、フレネルレンズ５４は、対物レンズ５１の射出瞳５２を通過する光をアイポイン
トＥＰへ集光させる役割がある。そして、測光装置５５は、その光軸がファインダー（接
眼レンズ）の光軸に対して傾斜するように接眼レンズの近傍に配置され、アイポイントＥ
Ｐに集光する光線の一部を測光装置５５に集光させることにより、測光を行うようになっ
ている。
【０００４】
　また、この種の構成として、焦点面の拡散特性を非対称にして、測光装置に十分な光を
確保するようにしたカメラが知られている（例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特公平１－３６０８８号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ファインダーに測光装置を配置する場合、前述したように、ファインダーの光軸とずれ
た位置に測光装置を配置して測光するのが一般的な方法である。しかしながら、測光装置
の光軸をファインダーの光軸に対して傾斜させると、測光装置に対して焦点面の光を均等
に得ることが困難であり、また、焦点面の全面の光（すなわち、撮影範囲の全ての光）を
得ることが困難であるという問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような問題に鑑みてなされたものであり、より広い範囲を測光すること
が可能な光学機器とその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的達成のため、本発明に係る光学機器は、結像レンズにより焦点板上に結
像された像を観察するためのファインダー光学系と、前記ファインダー光学系の光軸から
外れた位置において前記ファインダー光学系を介して前記焦点板を透過した光を測光する
測光装置とを備え、前記ファインダー光学系は、前記結像レンズからの光が透過するフレ
ネルレンズを有し、前記フレネルレンズのフレネルレンズ面は、前記焦点板上に形成され
、前記フレネルレンズの中心が前記測光装置の位置に応じて前記ファインダー光学系の光
軸と交差する方向へずれるように前記フレネルレンズを配置し、前記ファインダー光学系
の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量は、前記ファインダー光学系における
視野範囲の寸法の１０～２０％であり、前記ファインダー光学系は接眼レンズを有し、前
記ファインダー光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量をＸとし、前記
接眼レンズの焦点距離をｆｅとしたとき、次式０＜Ｘ／ｆｅ＜０．２の条件を満足し、前
記フレネルレンズの前記フレネルレンズ面は、前記焦点板における焦点面と反対側の面に
形成され、前記測光装置は、前記測光を行う測光面を有しており、前記フレネルレンズの
中心は、前記ファインダー光学系の光軸に対して前記測光装置の配置される側へずれ、且
つ、前記測光面への入射光が前記測光面上で略均等となる位置にあることを特徴とする。
【００１４】
　また、上述の発明において、前記光学機器がカメラであることが好ましい。
【００１５】
　本発明に係る光学機器の製造方法は、結像レンズにより焦点板上に結像された像を観察
するためのファインダー光学系と、前記ファインダー光学系の光軸から外れた位置におい
て前記ファインダー光学系を介して前記焦点板を透過した光を測光する測光装置とを用意
し、前記ファインダー光学系に、前記結像レンズからの光が透過するフレネルレンズを設
け、前記フレネルレンズのフレネルレンズ面は、前記焦点板上に形成され、前記フレネル
レンズの中心が前記測光装置の位置に応じて前記ファインダー光学系の光軸と交差する方
向へずれるように前記フレネルレンズを配置し、前記ファインダー光学系の光軸に対する
前記フレネルレンズの中心のずれ量は、前記ファインダー光学系における視野範囲の寸法
の１０～２０％であり、前記ファインダー光学系は接眼レンズを有し、前記ファインダー
光学系の光軸に対する前記フレネルレンズの中心のずれ量をＸとし、前記接眼レンズの焦
点距離をｆｅとしたとき、次式０＜Ｘ／ｆｅ＜０．２の条件を満足し、前記フレネルレン
ズの前記フレネルレンズ面は、前記焦点板における焦点面と反対側の面に形成され、前記
測光装置は、前記測光を行う測光面を有しており、前記フレネルレンズの中心は、前記フ
ァインダー光学系の光軸に対して前記測光装置の配置される側へずれ、且つ、前記測光面
への入射光が前記測光面上で略均等となる位置にあることを特徴とする。
 
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、より広い範囲を測光することが可能になる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本願の好ましい実施形態について図を参照しながら説明する。本願に係る光学機
器である一眼レフカメラ１が図１に示されている。この一眼レフカメラ１は、対物レンズ
１１と、クイックリターンミラー１３と、撮影用の撮像素子１４と、ファインダー光学系
２０とを備えて構成される。また、ファインダー光学系２０は、物体側から順に光軸に沿
って並んだ、焦点板２１と、ペンタプリズム２５と、接眼レンズ２６とを有して構成され
、対物レンズ１１によって焦点板２１上に形成（結像）された像を接眼レンズ２６により
観察できるようになっている。
【００１８】
　対物レンズ１１は、被写体像を撮像素子１４上もしくは焦点板２１上に結像する。クイ
ックリターンミラー１３は、対物レンズ１１を通る光軸に対して４５度の角度で挿入され
ており、通常時（撮影待機状態）には、対物レンズ１１を通った被写体（図示せず）から
の光を反射して焦点板２１上に結像させ、シャッターレリーズ時にはミラーアップ状態と
なって跳ね上がり、対物レンズ１１を通った被写体（図示せず）からの光が撮像素子１４
上に結像するようになっている。すなわち、撮像素子１４と焦点板２１とは、光学的に共
役な位置に配設される。
【００１９】
　なお、焦点板２１とペンタプリズム２５との間に、液晶表示素子２４が配設される。こ
の液晶表示素子２４は、焦点板２１上に結像された被写体像に焦点検出エリアマーク等の
情報を重ねて表示するとともに、被写体像の外側に露出値等の種々の撮影情報を表示する
。なお、液晶表示素子２４は、縦横に並ぶ１１個の焦点検出エリアマーク３５ａ～３５ｋ
を図４に示すように表示する。
【００２０】
　ペンタプリズム２５は、対物レンズ１１によって結像された焦点板２１上の被写体像（
倒立像）からの光束が、入射面２５ａ、第１反射面２５ｂ、最終反射面２５ｃおよび射出
面２５ｄを順に経ることで、前記被写体像を上下左右反転して正立像にする。その結果、
ペンタプリズム２５は、観察者が被写体像を正立像として観察できるようにするとともに
、ファインダー光学系２０をコンパクトに構成できるようにしている。
【００２１】
　ファインダー光学系２０の簡略化した構成を図２に示す。なお、図２において、液晶表
示素子２４、ペンタプリズム２５および接眼レンズ２６の図示を省略している。前述した
ように、ファインダー光学系２０は、対物レンズ１１によって焦点板２１の焦点面２２に
結像された像を、ペンタプリズム２５および接眼レンズ２６を介してアイポイントＥＰ（
眼）で観察できるようになっている。
【００２２】
　そして、ファインダー光学系２０の光軸Ｏ１から外れた接眼レンズ２６の近傍には、フ
ァインダー光学系２０を介して焦点板２１を透過した光を測光する測光装置３０が設けら
れる。測光装置３０は、測光レンズ３１と、測光センサー３２とを有して、その光軸Ｏ２
がファインダー光学系２０の光軸Ｏ１に対して傾斜するように構成され、焦点板２１を透
過してアイポイントＥＰに集光する光の一部を測光レンズ３１を介して測光センサー３２
へ集光させることにより、測光を行うようになっている。
【００２３】
　測光センサー３２は、測光を行うことが可能な測光面３２ａ（図５を参照）を有するＣ
ＣＤやＣＭＯＳ等の撮像素子であり、ペンタプリズム２５を透過した光束による被写体像
の画像信号を取得する。また、測光センサー３２は、一眼レフカメラ１の作動を制御する
制御装置（図１および図２において不図示）と電気的に接続されており、取得した被写体
像の画像信号をこの制御装置に出力する。なお、測光センサー３２による被写体像の画像
信号の出力は、周期的に行うようにしてもよく、他の動作に連動して行うようにしてもよ
い。
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【００２４】
　図５は、測光センサー３２の詳細な構成を示す正面図である。撮像素子である測光セン
サー３２は、マトリクス状に配列された複数の画素（光電変換素子）３３（ここでは横１
６個×縦１２個＝１９２個）を備えている。各画素３３は、図６に示すように３個の部分
３３ａ、３３ｂ、３３ｃに分割され、これらの部分３３ａ、３３ｂ、３３ｃにはそれぞれ
赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の原色フィルターが設けられている。これにより、各画素
３３毎に被写体像のＲＧＢ信号を出力することができる。
【００２５】
　また、制御装置の詳細な構成を図７に示す。図７に示す制御装置４０は、ＣＰＵ等から
構成され、例えば、Ａ／Ｄ変換部４１と、センサー制御部４２と、露出演算部４３と、追
尾制御部４６とを備えている。Ａ／Ｄ変換部４１は、測光センサー３２から出力されるア
ナログ画像信号を画像情報としてのデジタル画像信号に変換する。センサー制御部４２は
、デジタル画像信号が適切な値になるように測光センサー３２の作動を制御する。具体的
に述べると、センサー制御部４２は、例えば、測光センサー３２の最大出力が目標出力レ
ベルとなるように蓄積時間およびアンプゲインを設定するピークＡＧＣ制御や、測光セン
サー３２からの出力の平均レベルが目標出力レベルとなるように制御する平均ＡＧＣ制御
を行う。露出演算部４３は、測光センサー３２により取得した画像信号に基づいて露出値
を演算する。
【００２６】
　追尾制御部４６は、測光センサー３２により取得した被写体像（画像信号）のうち、手
動もしくは自動によりいずれかの焦点検出エリアマーク３５ａ～３５ｋを重ねて設定した
（被写体像における）追尾対象に対応する画像（信号）をテンプレート画像として記憶部
４７に記憶し、設定した追尾対象を追尾して合焦させるためのレンズ駆動量を算出する。
追尾制御部４６により算出されたレンズ駆動量は、対物レンズ１１に設けられたレンズ駆
動装置４９に出力される。レンズ駆動装置４９は、図示しないモータや駆動回路等を有し
て構成され、追尾制御部４６から入力されたレンズ駆動量に基づいて対物レンズ１１のフ
ォーカシングレンズ（図示せず）を駆動し、焦点調節を行う。
【００２７】
　ところで、焦点板２１におけるペンタプリズム２５と対向する面（アイポイントＥＰ側
の面）には、図２に示すように、対物レンズ１１によって被写体像が結像される焦点面２
２が形成される。一方、焦点板２１における焦点面２２と反対側の面（物体側の面）には
、対物レンズ１１の射出瞳１２を通過する光をアイポイントＥＰへ集光させるフレネルレ
ンズ面２３が形成される。フレネルレンズ面２３は、対物レンズ１１によって焦点面２１
に形成される実像の光をアイポイントへ導く作用を有している。これにより、アイポイン
トＥＰで対物レンズ１１の実像を周辺部まで観察することが可能になる。なお、フレネル
レンズ面２３は、その中心２３ａがファインダー光学系２０の光軸Ｏ１と直角な方向に測
光装置３０の配置に応じてずれるように配置される。
【００２８】
　このような構成の一眼レフカメラ１において、視野観察時には、被写体（不図示）から
の光は、対物レンズ１１を通り、クイックリターンミラー１３で焦点板２１の方向に反射
され、焦点板２１のフレネルレンズ面２３を透過して焦点面２２に被写体像が結像される
。そして、ファインダー光学系２０において、焦点面２２に結像された被写体像からの光
は、液晶表示素子２４、ペンタプリズム２５および接眼レンズ２６を透過してアイポイン
トＥＰに導かれ、アイポイントＥＰにて観察者は被写体（不図示）の実像を観察すること
ができる。また、シャッターレリーズ時には、対物レンズ１１を通った被写体（不図示）
からの光は、クイックリターンミラー１３がミラーアップ状態となるため、撮像素子１４
上に結像される。
【００２９】
　また、視野観察時において、ファインダー光学系２０の焦点板２１を透過してアイポイ
ントＥＰに集光する光の一部は、測光装置３０の測光レンズ３１を介して測光センサー３
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２に集光され、測光センサー３２が焦点板２１を透過する光を測光する。このとき、前述
したように、フレネルレンズ面２３は、その中心２３ａがファインダー光学系２０の光軸
Ｏ１と直角な方向に測光装置３０の配置される側へずれるように配置される。
【００３０】
　このように、フレネルレンズ面２３の中心２３ａを測光装置３０の位置に応じてファイ
ンダー光学系２０の光軸Ｏ１と交差する方向へずらすように製造することで、本実施形態
によれば、焦点板２１から測光装置３０に到達する光を増やすことができるため、測光装
置３０に対して焦点面２２の光を均等に得ることが可能になり、また、焦点面２２の全面
の光（すなわち、撮影範囲の全ての光）を得ることが可能になることから、より広い範囲
を測光することが可能になる。特に、このような形態を一眼レフカメラ１に適用すること
で、高い効果を得ることができる。
【００３１】
　なお、フレネルレンズは元々集光作用を有するものだが、その集光性は強いものではな
い。その理由は、集光性を強めると観察者の眼を置ける範囲が著しく制約されてしまうか
らである。逆に、集光性を弱めすぎると観察像の明るさが低下して、フレネルレンズの本
来の作用が不十分になってしまう。そのため、本実施形態のようにフレネルレンズ面２３
をシフトさせても、その量が適切な範囲であれば、フレネルレンズ本来の機能を保ちつつ
、測光センサー３２に導く光線を増やして、本願における問題を改善することができる。
【００３２】
　図３は、測光センサー３２のＸＹ方向の照度分布をシミュレーションしたグラフである
。グラフの実線は紙面と垂直な方向（Ｘ方向とする：図２および図４を参照）の照度、破
線は紙面と平行な方向（Ｙ方向とする：図２および図４を参照）の照度を示している。ま
た、グラフの縦軸は照度、横軸は測光センサー３２上の位置を示し、０が測光センサー３
２の中央位置である。
【００３３】
　図３（ａ）は図４に示す従来例でのシミュレーション結果であり、図３（ａ）のグラフ
から、Ｙ方向で、センサー中央からみて照度分布に偏りがあることがわかる。さらに、０
を中心としたときに、Ｙ方向の左右における照明範囲については、中心より右側の方が左
側より広く（２倍以上）照明されていることが分かる。これは、測光装置３０の光軸Ｏ２
がファインダー光学系２０の光軸Ｏ１に対して傾斜しているために発生する問題である。
一方、図３（ｂ）は、図２に示す本実施形態でのシミュレーション結果であり、図３（ａ
）と比較して、フレネルレンズ面２３の中心２３ａを測光センサー３２側にずらすことに
より、特にＹ方向の非対称性が改善され、その結果、センサー範囲（測光センサー３２が
光を検出できる範囲）に含まれる光の量が増加し、センサー範囲での照度が大きく改善さ
れていることがわかる。
【００３４】
　ただし、フレネルレンズ面２３の中心２３ａのずれ量を適切な範囲より大きくすると、
測光装置３０に対しては有利に働くが、対物レンズ１１により焦点面２２に形成される実
像の光をアイポイントＥＰへ導くというフレネルレンズ本来の機能が低下するため、アイ
ポイントＥＰでのファインダー視野に周辺減光やケラレ等を発生させてしまうおそれがあ
る。そのため、ファインダー光学系２０の光軸Ｏ１に対するフレネルレンズ面２３の中心
２３ａのずれ量を、ファインダー光学系２０における視野範囲の寸法（イメージサークル
寸法）の１０～２０％に抑えることが好ましい。その範囲であれば、フレネルレンズ本来
の機能低下を許容範囲にすることができる。ここで、イメージサークル寸法とは、焦点板
２１の結像する範囲の対角線の長さに等しく、撮像素子１４の画面対角線の長さにも等し
い。
【００３５】
　また、ファインダー光学系２０の光軸Ｏ１に対するフレネルレンズ面２３の中心２３ａ
のずれ量をＸとし、接眼レンズ２６の焦点距離をｆｅとしたとき、次の条件式（１）を満
足することが好ましい。なお、Ｘはフレネルレンズ面２３の中心２３ａとファインダー光
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学系２０の光軸Ｏ１との間の距離であり、中心２３ａから光軸Ｏ１への垂線の長さをいう
。
【００３６】
　０＜Ｘ／ｆｅ＜０．２　…（１）
【００３７】
　この条件式（１）は、接眼レンズ２６の屈折力とフレネルレンズ面２３のずれ量を最適
にする条件式である。焦点板２１とアイポイントＥＰ（眼）との間の距離は、接眼レンズ
２６の焦点距離に比例する。すなわち、条件式（１）は、フレネルレンズ面２３のずれ量
と、焦点板２１とアイポイントＥＰ（眼）との間の距離との関係を間接的に規定するもの
である。条件式（１）の下限値を下回る条件である場合、フレネルレンズ面２３のずれ量
が小さくなり、本願の効果が得られなくなる。一方、条件式（１）の上限値を上回る条件
である場合、フレネルレンズ面２３のずれ量が大きくなり、アイポイントＥＰへ導かれる
光が不十分になる。なお、本願の効果を確実にするために、条件式（１）の下限値を０．
００５にすることがより好ましい。
【００３８】
　例えば、本実施形態において、ファインダー光学系２０の光軸Ｏ１と測光センサー３２
との間の距離をＹ（Ｙの向きについては、図２を参照）とすると、Ｙ＝９ｍｍで、焦点距
離ｆｅ＝５６．４ｍｍのとき、ずれ量Ｘ＝３ｍｍと設定される。このとき、Ｘ／ｆｅ＝０
．０５３となり、条件式（１）を満たしていることがわかる。ここで、Ｙはファインダー
光学系２０の光軸Ｏ１から直角な方向に沿った距離であり、測光装置３０の下端から光軸
Ｏ１への垂線の長さをいう。
【００３９】
　なお、前述したように、フレネルレンズ面２３の中心２３ａは、ファインダー光学系２
０の光軸Ｏ１と直角もしくは略直角な方向へずれることが好ましい。このようにすれば、
フレネルレンズ面２３をずらすことによるアイポイントＥＰへの影響を小さくすることが
できる。また、ファインダー光学系２０を一眼レフカメラ１の内部へ配置する際に、焦点
板２１が傾斜していることによる他部品との干渉を考慮しなくても良い。
【００４０】
　また、前述したように、フレネルレンズ面２３の中心２３ａは、測光装置３０の配置さ
れる側へずれることが好ましい。このようにすれば、測光装置３０へより多くの光を導く
ことができる。
【００４１】
　また、フレネルレンズ面２３の中心２３ａは、測光装置３０への入射光が測光装置３０
（測光センサー３２の測光面３２ａ）上で略均等となる位置にずれることが好ましい。こ
のようにすれば、より正確に測光を行うことができる。なお、中心２３ａのずれ量は、測
光装置３０とファインダー光学系２０の光軸Ｏ１との間の距離に応じて適切な範囲が決定
される。よって、中心２３ａのずれ量は、測光装置３０の位置と、焦点板２１からアイポ
イントＥＰまでの距離との少なくとも一方に基づいて、適切な範囲が決定される。
【００４２】
　よって、図４に示したように、ファインダー光学系２０による被写体像の観察領域に（
液晶表示素子２４によって）複数の焦点検出エリアマーク３５ａ～３５ｋが設定される場
合であっても、測光センサー３２は、焦点検出エリアマーク３５ａ～３５ｋに対応する領
域により多くの光が導かれるので、より正確な画像信号を出力することができる。特に、
図４における下側３つの焦点検出エリアマーク３５ｉ～３５ｋに対応する、測光センサー
３２の測光面３２ａにおける下側３分の１の領域であっても、十分正確な画像信号を出力
することができる。
【００４３】
　なお、焦点板２１の一端と測光センサー３２の上端との間の距離よりも、焦点板２１の
他端と測光センサー３２の下端との間の距離は遠く、測光センサー３２の下側の領域で光
量が不足がちであった。これに対し、本実施形態においては、測光センサー３２の測光面
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きるため、測光センサー３２において、図４における下側３つの焦点検出エリアマーク３
５ｉ～３５ｋに対応する領域から出力される画像信号と、それ以外の焦点検出エリアマー
ク３５ａ～３５ｈに対応する領域から出力される画像信号との間で、出力値に大きな差を
無くすことができる。なお、測光センサー３２の上下方向は、図１および図２における上
下方向（Ｙ方向）に対応する。
【００４４】
　なお、上述の実施形態において、一眼レフカメラ１に限らず、ファインダー光学系を有
した光学機器であれば本願を適用することが可能である。また、上述の実施形態は例に過
ぎず、上述の構成や形状に限定されるものではなく、本願の範囲内において適宜修正、変
更が可能である。
【００４５】
　また、上述の実施形態において、ファインダー光学系２０に設けられたフレネルレンズ
を例に説明したが、これに限られるものではなく、ストロボ等の照明装置に設けられたフ
レネルレンズにおいても本願を適用可能であり、具体的には、当該フレネルレンズの中心
を、照明装置を構成する光学系の光軸と交差する方向へずれるように配置すればよい。
【００４６】
　また、上述の実施形態において、フレネルレンズ面２３の中心２３ａについて「測光装
置３０の配置される側」とは、ファインダー光学系２０の光路を直線状に記した光学断面
図（図２）における「測光装置３０の配置される側」であって、一眼レフカメラ１に搭載
されている状態での「測光装置３０の配置される側」（図１における右側）ではない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】一眼レフカメラの概略構成図である。
【図２】ファインダー光学系の模式図（光学断面図）である。
【図３】（ａ）は従来における測光センサーの照度分布を示す模式図であり、（ｂ）は本
実施形態における測光センサーの照度分布を示す模式図である。
【図４】焦点検出エリアマークの表示例を示す図である。
【図５】測光センサーの正面図である。
【図６】測光センサーの画素構成を示す図である。
【図７】制御装置の構成を示すブロック図である。
【図８】従来のファインダー光学系を示す模式図（光学断面図）である。
【符号の説明】
【００４８】
　　１　一眼レフカメラ（光学機器）　　　　１１　対物レンズ（結像レンズ）
　２０　ファインダー光学系
　２１　焦点板　　　　　　　　　　　　　　２２　焦点面
　２３　フレネルレンズ面（２３ａ　中心）　２６　接眼レンズ
　３０　測光装置
　３１　測光レンズ　　　　　　　　　　　　３２　測光センサー（３２ａ　測光面）
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